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１．技術の概要 

①畦畔法面の雑草管理は多大な労力を要し、斜面での作業のために危険も伴っており、高齢化の進

む中山間地域や大規模な水田を管理する担い手にとっては大きな問題となっています。 

②ここで紹介する技術は、雑草管理作業を省力化するため、抑草剤を効果的に使用しながら背丈の

低い芝類などの植生に転換し、作業の足場となる法面作業道を造成する管理方法です。 

③技術の 1つを取り入れても省力化になりますが、2 つの技術を組み合わせることでより安全で効果

的な管理となります。 
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目的と対策

注）一般に「畦畔法面」は斜面部分を指し、

平坦部分は「天端」と呼ばれているが、この

マニュアルでは両方を合せて「畦畔法面」と

した。 

法面作業道を利用した草刈り 
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３．冬芝（ハードフェスク）への植生転換 

 

 

●ハードフェスクは、冬芝の中では比較的、耐暑性、耐旱性、耐陰性が高く、根張りも良く、道路

法面でも広く利用されています。 

●葉は細く２０～４０ｃｍと長いですが、法面では垂れ下がるため草高は２０～３０ｃｍ程度とな

り、厚い茎葉層で地表を覆います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハードフェスク              ハードフェスク植生法面 

 

 

●生育期は９月から６月であり、夏雑草との競合を避け生育することができます。 

●日当たりの悪いところでも生育できますが、踏圧されるところや黒ボク土では生育不良です。 

●種子の発芽可能気温は５℃以上で、１５℃以上で１週間以内に発芽できます。 

●稲刈り後の１０月が播種適期です。 

 

 

 

 

 

 

表１ 夏芝（センチピードグラス等）との生育時期のちがい 

 

 

 

 

（２）生育特性

（１）特徴

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

夏芝
(暖地型芝草)

(出穂) 生育

冬芝
(寒地型芝草)

(出穂) 生育

休眠

停滞

休眠

停滞

(発芽)

(発芽)生育

夏 秋 冬春



- 6 - 

 

 

① 既存雑草の処理 

前年秋（９月下旬～１０月上旬）に非選択性除草剤（グリホサート系）を散布します。 

② 残渣撤去 

約２週間後に熊手などで残渣をある程度撤去します。裸地化しすぎると、播種後の降雨で種子が

流亡しやすいので、ところどころ土が露出する程度が望ましいです。 

③ 芝の播種 

手で播種できます。播種量は１０～１５g/㎡です。約２週間で発芽が揃い、翌年６月までに全

面が緑化されます。 

 

 

④ 抑草剤の利用 

播種後に再生した雑草の刈払いと併せ、抑草剤（グラスショート液剤）を 4 月と 6 月頃に散布

してください。グラスショート液剤は水田の畦畔や農道、水路などの法面（傾斜地）の雑草の抑

草剤として開発された薬剤で、冬芝への影響やドリフトによる稲への薬害の心配は比較的少ない

です。 ※クミアイ化学工業株式会社ホームページより一部抜粋 

⑤ 植栽後の管理 

冬芝は５月に出穂し 40～80cm 程度の穂が発生するため、高刈り(１５cm 程度)が必要となります。 

葉は濡れるとすべりやすいため、大きな法面では足場として小段の造成などが望ましいです。

葉に褐変が生じた場合、養分不足による葉枯病の可能性が高いので、粒状肥料を５～１０kg/1000

㎡程度施用することをお勧めします。 

夏場に 10cm 以下で刈り込むと枯死する恐れがあるので、高刈りに努めてください。 

（３）植栽方法

（４）抑草剤の利用と植栽後の管理
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植生転換にかかる作業時間と経費 （1,000 ㎡当たり） 

（Ｈ29 年 3 月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）作業時間と経費

作業内容 資材費 労務費 備考

除草剤散布 除草剤　3,200円 1,300円（1時間）
ラウンドアップ液剤

1,000ml/10a (1,600円/500ml)

残渣撤去 10,400円（8時間） 刈払機、熊手は持参

芝播種 芝種子　35,000円 2,600円（2時間）
ハードフェスク種子

15kg/100㎡(2,300円/kg)

抑草剤散布（2回） 抑草剤　6,400円 1,300円（1時間）
グラスショート液剤

500ml/10a (3,200円/500ml)

合計 44,600円 15,600円（12時間） 60,200円
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４．センチピードグラスへの植生転換 

 
●センチピードグラス（品種「ﾃｨﾌﾌﾞﾚｱ」） 

 匍匐茎を伸長させるので、比較的間隔の広い植栽密度から畦畔を全面被覆することができます。 

●草丈は伸びても 30cm 程度までなので、景観面でも優れる草種です。 

センチピードグラス         センチピードグラス植生法面 

 
①種子の発芽特性 

●センチピードグラス種子の発芽には光が必要です。 

●恒温条件よりも温度の日変化のある条件で発芽が良好です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②季節消長 

●冬季には地上部が枯れるので、春季には冬雑草に覆われていますが、5月～6 月以降旺盛な生育を

示します。 

●被覆の完成した植生では、7～8月以降出穂が見られます。 

（１）特徴

（２）生育特性
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③刈り込みと再生 

●センチピードグラスは高さ 5cm 程度での刈り込みではあまりダメージを受けませんが、地際近く

で刈り込むと草勢が衰えます。 

 

 

①苗移植 

●植栽予定畦畔には、植え付けまでに 2～3 回、畦畔に登録のある除草剤（ラウンドアップマックス

ロード、バスタなど）を散布して、できるだけ既存雑草を枯らしておきます。 

●4～5 月にセンチピードグラス種子を混合した育苗土（土 1.5ℓに 2g 程度）を、床土を詰めたセル

トレーに撒き、苗を育てます。 

●育苗には適度な水分が必要なので、土が乾燥しすぎないように注意してください。 

●6～7 月に 25cm 程度の間隔でセル苗を畦畔に植えつけます。 

         セル苗                移植後 30日の株 

 

（３）植栽方法
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●センチピードグラスが優占した畦畔の年間刈草量は、一般的な畦畔に比べて少なくなく、管理労

力が軽減されます。 

●斑点米カメムシ類の好むメヒシバやエノコログサ類が生えなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★苗移植、直播の場合 

 

 

 

 

 

 

★吹付の場合 

 吹付委託費： 1,000 ㎡当たり 38 万円（380 円/㎡） 

種子の価格は変動することがあるため、上記は参考価格です。この他に、除草剤散布や草刈り経

費が別途必要となります。 

 

単位　：　時間

作業名 人員 作業時間

除草剤散布 1 12.6

播種 1 42.5

合計 1 55.1

植栽にかかる作業時間（1,000㎡）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　：　円

作業名 経費 作業時間

種苗費 7,000 種子：10g/㎡×＠4,200円/500g、条間30cm

諸材料費 2,610 育苗土：　4.1袋×＠766円/袋

農薬費 390 除草剤：ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟﾊｲﾛｰﾄﾞ2回 272円、ﾊﾞｽﾀ1回　191円

労働費 5,970 除草剤散布・播種作業時間：　55.1h
小計 15,970 植栽時の経費合計　191,640円の1/12年分

草刈り増加分
（2回）

3,850 植栽年及び翌年の草刈増加分（刈払機での作業2回×2ヵ年分）

合計 19,820 草刈り増加分を含む経費合計　237,840円の1/12年分

植栽転換にかかる経費（1,000㎡）
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５．法面作業道の造成 

 

 

大規模な畦畔法面に沿って作業道を 1.5～2m 間隔に造成したもので、そこを草刈り作業時の足場

にすることで、畦畔法面の草刈り作業が楽に、安全に行えます。 

 

 

○植生のある畦畔法面で水田並びに畦畔の管理が行われている法面への造成は概ね可能です。付表

３に法面作業道造成に伴う法面強度の調査結果を示します。 

○雨雪の影響等による侵食や崩落が作業道の造成によって助長されることが予想される個所や湧水

箇所への造成は避けたほうがよいでしょう。 

 

 

① 利用する機械 

作業道造成には、狭福作業道造成機（マメトラ四国機器、歩行型溝堀機 MRV2VHS、逆転ロータリ、片

排土）を用います。 

 

 

 

 

 

 

法面作業道造成の手順 

●作業道を設置する法面は、事前に草刈り作業を行い、刈草は集草もしくは持ち出しします。 

●作業道の設置個所や間隔は、それまでの刈払機による草刈り作業時の足場位置の痕跡に習って、

設置間隔が 1.5～2m 程度で決定し、目串等により水平にマーキングします。 

●作業道の幅（足場）は、作業道の延長方向を見て両足を揃えて立てる 20～25cm を目標とし、造

成作業は前後進の往復作業を 1～2回行いながら幅を拡げます。 

●100m 当たりの作業時間は 1 時間程度です。 

 

  

 

（１）法面作業道とは

（３）作業機による簡易造成法

（２）造成前に確認すること

） 
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② 安全作業のためのポイント 

●必ず二人以上（機械を操作する人、補助者）で作業を行ってください。 

●造成機の中央にロープをくくりつけ、補助者が法面の上

側から引っ張るなどして安全を確保します。 

●ハンドルを持ち上げ気味にしてロータリを積極的に掘削

面に押し付けることで運転操作はより安定します。 

●こぶし大以上の石が埋没している箇所や、葛の太い根が

ある箇所では、スリップや作業機滑落の危険が生じるの

で、無理をせず前進し、支障のない位置から作業を再開

します。 

 

 

 

 

 

●作業道の造成直後に歩行面の踏み固めを行うと伴に、谷側の

肩部への排土をスコップなどを用いて叩き締めを行います。 

●湿った箇所には、造成後消石灰を 1m 当たり 0.8～1kg 散布す

ると歩行面が締まります。 

●掘削面の肩部分の表土の崩れが心配される個所には、土止め

を行うなどしてください。 

●除草剤散布は、過度な裸地化による表土の崩れを助長するの

で、なるべく避けましょう。 

 

 

 （５）作業時間と経費

（４）維持法

補助者による安全確保の事例 

単位：時間 単位：円

作業名 人員 作業時間 項目 金額 備考

マーキング 3 0.08 機械利用経費 1 価格220.500円、35％
造成機操作 2 0.75 固定費 964 造成距離8,000m/年
作業補助等 1 0.75 変動費 94 消費量0.66ℓ/100m
確認・休憩 3 0.17 労働費 3,900 1,300円/h、3名

合計 3 1.00 合計 4,958
注）造成準備のための草刈作業は含まない

作業道造成の作業時間（100m当たり） 作業道造成の経費（100m当たり）
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（６）取組み事例の紹介
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法面作業道造成にともなう法面の崩壊危険性については、技術導入に当たって懸念される大

きな問題です。以下に、本県現地において近畿中国四国農業研究センターが行った法面強度の

調査結果を紹介します。 

 



- 17 - 

 

 



- 18 - 

 

今後の普及推進の参考にするため、先進的に狭福作業道造成機により作業道を設置した日野郡

の主要な農家 13戸を普及展示モニターとして、作業道の利用状況及び効果についてアンケート

調査を行いました。 
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通常の草刈り管理をしていれば概ね 5 年程度は道としての充分に機能します。定点調査を行っ

た現地の法面作業道の経年変化を以下に示します。 
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問い合わせ先 

 この手引きに関する問い合わせについては、下記までご連絡ください。 

 

    鳥取県農業試験場作物研究室 

 所 在 地   鳥取県鳥取市橋本２６０ 

     電 話  ０８５７－５３－０７２１ 

      ﾌ ｧ ｸ ｼ ﾐ ﾘ   ０８５７－５３－０７２３ 

     E - m a i l   nogyoshiken@pref.tottori.lg.jp 

      H P ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ   http://www.pref.tottori.lg.jp/nogyoshiken/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


